
【
問
】消
費
税
８
％
の
う
ち

１
・
７
％
分
が
地
方
消
費

税
と
し
て
、
市
町
村
に
交

付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
の
０
・
７
％
分
の
使
途

に
つ
い
て
社
会
保
障
施
策

の
経
費
に
充
て
る
も
の
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
高
山

市
の
地
方
消
費
税
の
額
は
。

【
答
】社
会
保
障
財
源
分
の

額
は
、
平
成
26
年
度
が
１

憶
７
，４
９
９
万
２
千
円
、

平
成
27
年
度
が
７
億
１
，０

７
０
万
１
千
円
、
平
成
28

年
度
予
算
が
６
億
４
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】地
方
消
費
税
交
付
金

は
、
国
保
料
の
軽
減
、
介

護
保
険
料
の
軽
減
、
子
ど

も
医
療
費
、
学
校
給
食
費
、

福
祉
金
庫
、
福
祉
灯
油
の

施
策
に
使
え
る
か
。

【
答
】大
き
な
く
く
り
の
中

で
は
、
そ
の
対
象
に
な
る

と
考
え
る
が
、
実
施
に
は

精
査
が
必
要
。

【
問
】子
ど
も
の
貧
困
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
貧
困
と
格
差
の
広

が
る
中
で
、
子
ど
も
達
を

め
ぐ
る
食
事
の
格
差
、
健

康
の
格
差
、
学
力
の
格
差

な
ど
が
広
が
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
な
支
援
が
必
要

だ
。
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
に
対
す
る
助
成
制

度
が
全
国
で
広
が
り
、
無

償
化
し
た
自
治
体
は
45
に

な
っ
て
い
る
。
県
内
で
は

岐
南
町
で
無
償
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
岐
阜
市
、
美

濃
市
、
本
巣
市
な
ど
で
も

何
ら
か
の
助
成
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。
高
山
市
の

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
は
、
年
間
３
億
５
千
万

円
。
地
方
消
費
税
交
付
金

を
繰
り
入
れ
て
、
保
護
者

負
担
の
半
額
助
成
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】考
え
て
い
な
い
。

地
方
消
費
税
交
付
金
で

国
保・介
護
の
負
担
軽
減

学
校
給
食
費
の
助
成
を

住
民
も
納
得
の

市
長
の
出
張
に

【
問
】市
長
の
出
張
は
、
ど

こ
へ
行
き
、
そ
の
出
張
の

成
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

【
答
】昨
年
４
月
か
ら
今
年

３
月
ま
で
の
海
外
出
張
は

42
日
間
、
国
内
出
張
は
１

０
４
日
間
と
な
っ
て
い
る
。

海
外
出
張
は
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
で
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
交
流
を
深

め
て
い
る
。

【
問
】市
政
運
営
に
支
障
は

な
い
の
か
。

【
答
】国
内
出
張
の
約
半
分

は
日
帰
り
出
張
で
、
決
裁

事
務
を
含
め
て
私
自
身
が

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
務
に
つ
い
て
は
支
障

な
く
行
っ
て
い
る
。

【
問
】避
難
所
と
食
事
の
供

給
体
制
は
確
保
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
答
】指
定
避
難
所
は
93
施

設
、
約
５
万
３
千
人
を
収

容
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
。
３
日
分
の
６
万
食
の

備
蓄
を
し
て
い
る
。

【
問
】冬
の
暖
房
と
自
家
発

電
装
置
の
現
状
と
今
後
の

方
針
は
。

【
答
】避
難
所
指
定
校
の
小

中
学
校
26
校
中
16
校
に
太

陽
光
発
電
装
置
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
。
災
害
備
蓄

品
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】防
災
ラ
ジ
オ
の
全
戸

無
料
配
布
の
考
え
は
。

【
答
】料
金
を
負
担
し
て
ラ

ジ
オ
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
と
の
公
平
性
を
ど
う
保

つ
か
、
情
報
伝
達
手
段
の

多
様
化
に
伴
い
、
複
数
の

伝
達
手
段
を
用
意
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
防
災

ラ
ジ
オ
全
戸
無
料
配
布
は

考
え
て
い
な
い
。

市
民
の
貧
困
対
策
と

若
者
へ
の総

合
政
策
を
！

【
問
】貧
困
や
格
差
が
指
摘

さ
れ
る
。
受
給
年
金
の
減

少
、
独
居
高
齢
者
の
増
加
、

非
正
規
雇
用
の
拡
大
で
子

ど
も
の
貧
困
や
非
婚
化
に

よ
る
独
身
者
の
増
加
、
更

に
一
人
親
家
庭
な
ど
、
市

内
で
も
多
様
な
実
態
が
あ

る
中
で
貧
困
化
の
様
相
を

感
じ
る
。
そ
こ
で
市
民
所

得
の
実
態
お
よ
び「
下
流
老

人
」へ
の
対
策
は
。

【
答
】市
民
所
得
の
実
態
は
、

一
人
当
り
平
成
23
年
約
２

５
３
万
円
、
平
成
25
年
２

５
７
万
円
。
ま
た
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
は
平
成

23
年
度
７
８
６
人
、
平
成

27
年
度
７
４
６
人
。

格
差
や
貧
困
は
、
調
査

を
含
め
内
部
協
議
の
た
め

に
時
間
が
必
要
。
な
お
、

高
齢
者
等
の
生
活
保
護
受

給
者
世
帯
は
平
成
23
年
１

２
５
世
帯
、
平
成
27
年
１

４
９
世
帯
に
増
加
。
今
後
、

真
剣
に
調
査
お
よ
び
対
策

に
取
り
組
む
。

【
問
】若
者
の
不
安
定
雇
用
、

低
賃
金
に
よ
る
下
流
化
や

非
婚
化
が
進
み
、
独
居
高

齢
者
予
備
軍
を
若
者
世
代

が
担
う
皮
肉
な
状
況
。
さ

ら
に
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
な
ど
社
会
的
不
利
や
困

難
を
抱
え
る
若
者
が
増
加

す
る
中
で
若
者
へ
の
総
合

政
策
が
必
要
な
時
代
と
考

え
る
が
見
解
は
。

【
答
】若
者
の
育
成
は
市
の

責
任
。引
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
な
ど
は
関
係
団
体
・
機

関
と
連
携
し
共
通
認
識
の

も
と
支
援
が
必
要
。
社
会

的
参
加
や
職
業
訓
練
等
な

ど
県
を
始
め
各
種
団
体
で

個
人
の
意
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
適
切
に
対
応
す
る
。

役
所
内
部
で
も
各
施
策
を

総
合
的
に
取
り
組
む
。

岩垣 和彦 議員

上嶋 希代子 議員

熊
本
地
震
災
害
の

教
訓
に
つ
い
て

牛丸 尋幸 議員
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